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社会奉仕部門 通信 １２月号 

         11/30までの判明分 
 

実施クラブ 実施日/場所 活動内容 他クラブ参加  

那覇 RC 12/13（火） 那覇ロータリークラブ献血活動  

東京江戸川 RC 12/16(金) 江戸川区児童相談所（はあとポート）に入所して
いる子供たちにクリスマスプレゼントを届ける 

 

東京青梅 RC 12/20(火) 第２回フードドライブ 11：30～13：30 
※余剰食材を持ち込んで下さい。 

有 

東京青梅 RC○財  12/24(土) 青梅クリスマス大炊き出しｉｎ新町御嶽神社 青梅
市内の新町御嶽神社にて東京青梅ロータリークラ
ブＨＰ等、協力団体ＨＰ等、地域新聞、ケーブル
ＴＶのメディアを利用して事前に青梅市民に対し
て告知し、来場した生活困窮者や一人親世帯にク
リスマスらしくチキンを無料にて配布します。 

    
近隣クラブ打
診予定(弁当配
布のお手伝い) 
  

東京浅草中央 RC 1/29（日） 台東区小学生フットサル大会 
（東京浅草中央ロータリーCUP）   

有 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
他クラブの奉仕活動に参加してみませんか？  
多くのロータリアンの見学・応援をお待ちしています😊😊 
 
1 月 29 日（日）10 時～ 台東区小学生フットサル大会 

＠台東区リバーサイドスポーツセンター体育館 
 

目的：１）ブラインドサッカー研修会を通じて、障がいや多様性の理解、 
個性の尊重などを促す。体験プログラムを行う 

２）コロナ禍による台東区内の小学生の運動不足の解消、健全育成 
内容：１）日本ブラインドサッカー協会による体験プログラム 

２）台東区小学生フットサル交流大会 
３）フットサルエキシビジョンマッチ（みんなで観戦）  

FC 台東 VS リガーレヴィア葛飾 
４）リガーレヴィア選手によるフットサル教室 
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11/13（日）赤城山植林事業with ガールスカウト東京 217団        東京小石川 RC 

 
赤城山は東京の水源となる山です。今年はガールスカウト東京 217団のガール 30名と 60本の植
林を行いました。この場所はもともと、植林をされた里山だったと聞いて、環境の変化にみな驚
きました。ガールより背の高い笹の林を切り崩しての植林は大変でした。この 5年でようやく、
最初に植えた木か育ち、本来の里山の姿にもどりつつあります。東京小石川ロータリークラブで
は長老の A 会員の雄姿もご覧ください。（東京小石川 RC 会長 谷一文子） 

 
11/27（日）柴又チューリップいっぱい（植栽活動）              東京葛飾中央 RC 

 
11月 27日に世界アースデー活動の一環として柴又の矢切の渡し付近の江戸川河川敷にて葛飾区
及び各分野の団体と協働でチューリップの球根の植栽をメンバーの皆さんやご家族と一緒に活動
いたしました！来年 3月下旬の開花予定でうまく咲くか楽しみです！ 
（東京葛飾中央 RC 会長 米山真吾） 

 
事前登録＆事後登録のお願い 

【事前登録】              【事後登録】 
https://forms.gle/2vsdNmaFviFJEsYv8    https://forms.gle/H8i93bBVDHpvqFYe8  
 

  
 

https://forms.gle/2vsdNmaFviFJEsYv8
https://forms.gle/H8i93bBVDHpvqFYe8
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11/29（火）たいとこネットお弁当プロジェクト ○財                東京浅草 RC 

 
１０月に続いて NPO法人たいとこネットの支援として学校から帰っても世話のする大人のいない
ひとり親家庭の子供に地元浅草の老舗飲食店の協力によりお弁当を５０個配布しました。１１月
は小柳の鶏弁当と三鳩堂のおこしでした。単にお弁当を配るだけではなく地元に長い間伝わる食
文化を体験することによって食育にもつながればと考えております。 
（東京浅草 RC 村林顧樹） 

 

12/3（土）親子でいっしょにガーデニング              東京小平 RC                                              

 

小平市内在住の小学生と保護者 12組 24名をご招待し、親子で寄せ植えを楽しんでいただきまし
た。20年以上前から続くこの「親子でいっしょに」シリーズですが、コロナ禍の為中止や募集人
数を絞るなど思うように活動できない状態が続いているものの、毎年応募してくださる方もお
り、我々の活動が根付いてきていることを実感しています。（東京小平 RC 森幸比佐） 

 

 

 
 
 

奉仕活動に参加した感動をわかちあいませんか？ 
実施クラブのみならず 他クラブの参加者からの体験レポートを募集しています。
以下のメールアドレス宛に 100 字程度の感想と写真 2～３枚をお寄せ下さい。 

地区社会奉仕部門メールアドレス 2022d-shakaihoshi@rid2580.org 
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12月 3日（土）Imagine Rotary ワークショップ～環境～ 開催報告 

 
2022年 12月 3日（土）タワーホール船堀及び zoomのハイブリッドワークショップとして

「Imagine Rotary ワークショップ～環境～」が地区公共イメージ部門、地区社会奉仕部門、地区
ロータリー財団部門の共催により、開催されました。 
 午前中は、「地区財団補助金セミナー」として、各クラブの活動を支える補助金の意義と申請
方法について説明があり、各クラブへ補助金の活用を呼びかけました。 
 午後は、「環境ワークショップ」として、国立大学法人神戸大学長廣剛教授により、「四季を
もつ日本人の感性だからできる世界最先端の取り組み～目からウロコの脱炭素空調技術」のタイ
トルのもと、センサーのデータと AI技術により無駄を排除し、より快適な制御により省エネ・脱
炭素化を目指す世界最先端の空調技術について講演がありました。 
 各部門の報告では、ロータリー財団部門から、現在世界が抱える環境問題とロータリーの環境
問題への捉え方について報告がありました。社会奉仕部門からは、環境保全クリーン活動につい
ての地区内の取り組みとその具体例として、東京浅草中央 RC が毎年実施している奉仕活動「フ
ラ in浅草」での清掃活動、ロータリーアクトクラブの環境保全奉仕活動に報告がありました。公
共イメージ部門では、部門の取り組み及び 2023年 4月のアースデーに向け「ぶっく・デ・アー
ス」の説明が行われました。 
 各報告の後、グループディスカッションが行われ、それぞれクラブ及び個人の活動の共有、そ
して、今後クラブ及びロータリアンとして、何が出来るか？それぞれの想いを交換し合いまし
た。沖縄の参加者の方々も zoomを通じて、ディスカッションが行われました。 
 ロータリーでは昨年度から「環境」が重点分野の一つとして指定され、本年度地区内では、環
境委員会の発足、環境保全クリーン活動が提唱され、来年 4月のアースデーに向け準備が進む
「ぶっく・デ・アース」等、環境についての取り組みが始まったところです。年度後半及び今後
のロータリークラブの活動について、その奉仕活動の一つに「環境」があり、その方法も、グル
ープディスカッションを通じて様々な方法及び考え方が共有されたと思います。今回の参加者数
は 100名を超え、第 2750地区からの参加もありました。参加者の皆様には、今回のワークショ
ップの内容と経験を是非クラブで生かして頂きたいと思います。 

（社会奉仕部門環境委員長 横山武志） 
 
＜財団補助金セミナー＞ 
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＜環境ワークショップ基調講演（国立大学法人神戸大学長廣剛教授）＞ 

 
テーマ「四季をもつ日本人の感性だからできる世界最先端の取り組み～目からウロコの脱炭素空調技術～」 
 
＜ロータリー財団部門発表＞ 

 
＜社会奉仕部門発表＞ 

 
＜公共イメージ部門発表＞ 
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＜グループディスカッション＞ 

 
＜発表・総評＞ 
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≪参加者アンケートより≫ 
 

１ 環境ワークショップに参加して 

 とても満足 21 概ね満足 25 どちらでもない 1 

 やや不満足 0 とても不満足 0   

・知らないことばかり。すべてわかりやすい話でした。 
・環境が重要項目となった重要性を理解できました。 
・環境に関して考える良い機会になった。・個人的に「環境」について理解を深められた。 
・環境に対するロータリーの取り組みに対して、高度なことから身近なことまで多くを知ること
ができた。・ロータリーが国際的な視野で取り組んでいる事を知り感銘しました。 

・他クラブの取組など様々な情報を得られた・久しぶりの参加型、体験型ワークショップ 
・ためになる話が多かった。グループディスカッションで交流ができた。 
・テーブルディスカッションで他クラブの事情がきけた。 
・世界全体の潮流から地区内の具体的な取組まで紹介されたこと。 
・受け身の講演が多いので、他のクラブとの議論、交流の時間がもっとほしい。 
・時間が短かった ・時間が長い   ・前半座り続けてお尻が痛くなった 
・一日に詰め込みすぎの内容。大学研究の実証実験レベルが高すぎる。クラブとして何ができる
か。・ZOOM 参加でしたが音声が聞き取れづらかった。    Etc. 

 
２ 今後の環境への取組に向け、ヒントになった話はありましたか？ 
 基調講演 目からウロコの脱炭素空調技術 33 

 ７つ目の重点分野「環境」～世界の環境問題を受けて～ 28 

 今年度の 2580地区の環境保全クリーン活動 17 

 フラフェス in浅草と清掃活動 12 

 ローターアクターが取り組む環境保全活動 15 

 公共イメージ委員会の環境への取り組み 11 

 アースデー2580『ぶっく・デ・アース』事業説明 26 

・特に長廣先生より空調技術の具体的なお話が聞けたことは良かったです。カーボンニュートラ
ルに向けて、このような取り組みが増えることを期待します。人流×気流 

・「空気を循環させることで冷暖房を使わずとも快適な温度を保てる」非常に印象的だった 
・持続可能性。他クラブの環境保全クリーン活動の事例（平和、ワーク、水、母子、字、地域経
済）プラス環境。古本を集めて環境によいことをするという考え方。 

・CO2削減に希望が持てると思った ・着眼点が面白く、今後の空調が変わっていくことがイメ
ージできた ・地区としてアースデーをとりあげるという事。  

・プロキングというスポーツが気になりました。当地域でも導入できるか検討してみたい。環境
保全活動について再度クラブで協議が必要だと感じた。 



国際ロータリー第 2580 地区 2022-23 年度                     社会奉仕部門通信 1２月号 

8 

 

・春木代表の問題意識に共感できるところが多かった。 
・このワークショップを実施して、目的は何なのか、目標は明確になっているか？具体的な実行
をいつから誰が何をやるのかを明確にしていくと、次年度以降への実施に不安が残る。唯一、
Earth Dayの取り組みだけ具体的で実行案が有り意味があった。    Etc. 

 
３ 今回の環境ワークショップについて 自クラブで報告されますか？ 

 例会で発表する 26 委員会で情報共有する 13 

 卓話を行う 2 その他 2 

 理事会で報告する 16   

 
４ 自クラブでの環境への関心や理解は？ 

 環境が話に出ることはこれまでなかった 15 新たな重点分野として強い関心がある 11 

 一部の会員、委員会にて話題となっている 14 環境関連の奉仕活動を計画中／実施済み 11 

 クラブ全体で環境問題は認知している 8 その他 1 

 
５ テーブルディスカッションで新たな学び、有益な話はありましたか？ 

・視野の広がるディスカッションでした。 ・違う世界の人を知る楽しみが一番の魅力。 
・クラブの規模によって問題になる課題が違ってくることをしりました。 
・他クラブのブックデアースの現状を聞けてよかった。 
・フードバンク 具体的な品物の収集のやり方が分かった。 
・自分が活動することで少しでも周囲に環境問題について理解してもらえるように教育、自分自
身の教育の重要性、まだ知らないことが多い。フードロス、例会の食事も検討の余地がある。 

・海外ＲＣと協力し、ゴミの廃棄場を作る話 課題を考える際に様々な意見を頂戴出来た点 
 個人として今できることと、クラブとしてメンバーとして行うこと，将来のために考えること
を意識することができました。 ・ローターアクトのがんばり、押し上げ、若い力。 

・地域社会から感謝されるような意義あるロータリーとなるよう外部への発信をすることが重
要。理想だけでなく実利を伴う。実行していくためのリーダーシップ（まきこむ力）の育成 

・地域とのコミュニティの形成の重要性がよくわかりました。 
・今後の社会奉仕のヒントになりました。環境は本当に奥が深いと思いました。 
・木材や紙のリサイクルに仕事で関わる方から、メディアによる環境問題の扱い方が必ずしも正
しくないことがあり、正しく実態を伝えることに大切さ、また資源回収の重要性についてお話
があった。・まず身近なことからはじめる。行動を変えることが大切である。 

・皆様がご自身の企業で環境を意識して取り組んでいることを聞き、大変勉強になった。 
・SNS で参加を募ってみる様々なアイデアや情報を頂きました。・地区を越えて是非コラボレー
ション活動ができましたら幸いです。                     Etc.                    

     
★アンケートへのご協力，数多くのご意見をありがとうございました★ 

【問い合わせ先】地区社会奉仕部門メールアドレス 2022d-shakaihoshi@rid2580.org 
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